
1. 岩手県知事賞　佐藤　拓さん
2. 佐藤　拓さんの作品…躍動感が伝わる作品
3. 優秀賞　佐々木円さん
4. 佐々木円さんの作品…画面いっぱいが印象的です

　

雫
石
町
の
Ｊ
Ａ
全
農
い
わ
て
中
央
家
畜
市

場
で
１
月
17
日
ま
で
の
３
日
間
、
和
牛
子
牛

市
場
平
成
26
年
度
初
セ
リ
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

う
ち
16
日
は
、
県
内
外
の
購
買
者
が
見
守

る
中
、
当
Ｊ
Ａ
分
２
８
２
頭
を
含
む
雌
、
去

勢
合
わ
せ
て
３
６
２
頭
が
上
場
。
最
高
値
が

約
71
万
３
千
円
、
平
均
価
格
が
約
52
万
７
千

円（
前
年
比
１
２
０
％
）と
昨
年
を
上
回
り
、

好
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
Ｊ
Ａ
管
内
初
セ
リ
と
い
う
事
で
初

市
式
が
行
わ
れ
、
本
田
敏
秋
遠
野
市
長
が
あ

い
さ
つ
。
Ｊ
Ａ
の
藤
舘
政
義
常
務
理
事
も
出

席
し
、
鏡
開
き
や
市
場
関
係
者
た
ち
と
共
に

牛
乳
に
よ
る
献
杯
が
行
わ
れ
、
今
年
の
高
値

取
引
を
期
待
し
ま
し
た
。

好調な高値取引でスタート ◉ 和牛子牛市場平成26年度初セリ

多くの購買者を前に次 と々パドックへ入場する子牛たち

　

花
巻
市
東
和
町
の
三
熊
野
神
社
で
１
月
13

日
、古
く
か
ら
伝
わ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
行
事「
カ

ラ
ス
の
小
正
月
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
行
事
は
、
同
神
社
御
社
紋「
二
羽
の
カ

ラ
ス
」に
由
来
し
戦
前
に
同
町
内
で
行
わ
れ

て
い
た
魔
除
け
の
奇
祭
を
、
30
年
ほ
ど
前
に

復
活
さ
せ
た
も
の
。「
ど
ん
と
祭
」の
炭
を
使

い
顔
を
塗
り
合
う
催
し
で
す
。
日
本
古
来
の

年
中
行
事
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
、
地
域
の

繋
が
り
を
深
め
る
場
と
し
て
地
元
住
民
が
受

け
継
い
で
き
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
地
元
の
子
ど
も
と
保
護
者
な
ど

約
50
人
が
、「
顔
に
塗
ら
れ
る
と
良
い
こ
と

が
訪
れ
る
」と
、
互
い
に
ひ
げ
を
描
い
た
り
、

真
っ
黒
に
染
め
合
い
、
境
内
に
は
に
ぎ
や
か

な
笑
い
声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

真っ黒に顔を染め無病息災 ◉ カラスの小正月

参加者は顔を墨で真っ黒に塗り合い、今年の無病息災や五穀豊穣を願いました

　

北
上
市
の
笠
松
田
植
踊
保
存
会（
平
賀
昭

士
会
長
）は
１
月
13
日
、
今
年
で
19
回
目
と

な
る
発
表
会
を
同
市
和
賀
町
横
川
目
の
市
立

笠
松
小
学
校
で
開
き
ま
し
た
。

　

笠
松
田
植
踊
は
笠
松
地
区
に
古
く
か
ら

あ
っ
た
伝
統
芸
能
で
、
か
つ
て
は
小
正
月
行

事
と
し
て
家
々
の
軒
先
で
踊
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
昭
和
61
年
を
最
後
に
途
絶
え
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
７
年
に
復
活
。
以
来
、
同
保
存

会
が
地
元
公
民
館
で
定
期
的
に
練
習
会
を
開

催
し
、
伝
承
し
て
き
ま
し
た
。

　

同
日
は
幼
稚
園
児
か
ら
中
学
年
、
同
会
メ

ン
バ
ー
ら
約
30
人
が
踊
り
手
と
し
て
参
加
。

「
こ
ろ
ね
切
り
」か
ら「
弾ひ

き

出で

田
植
え
」ま
で
農

作
業
を
表
す
14
演
目
を
披
露
す
る
と
、
見
守

る
地
域
住
民
約
40
人
か
ら
温
か
な
拍
手
が
沸

き
上
が
り
ま
し
た
。

　

平
賀
会
長
は「
地
域
の
人
々
の
団
結
力
と

結
の
精
神
で
踊
り
を
守
り
続
け
る
」と
語
り

ま
し
た
。

地域伝承芸能を守り継ぐ ◉ 笠松田植踊保存会　第19回発表会華
や
か
な
衣
装
を
身
に
纏
い
、
演
舞
を
披
露
す
る
児
童
ら

　

国
内
屈
指
の
豪
雪
地
帯
、
西
和
賀
町
の
無

形
民
俗
文
化
財「
長
松
垢こ

離り

と
り
」が
１
月
12

日
、
同
町
湯
之
沢
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
祭
り
は
、
山
の
安
全
や
地
域
の
無
病
息

災
、
豊
作
を
祈
願
す
る
信
仰
行
事
で
、
山や

ま

祗づ
み

神
社
の「
山
の
神
」の
年
越
し
に
当
た
る
旧
暦

の
12
月
12
日
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
日
は
地
元
民
を
は
じ
め
、
祭
り
愛
好
者

な
ど
他
地
域
か
ら
過
去
最
多
の
31
人
の
男
性

が
参
加
。
気
温
が
氷
点
下
と
な
る
中
、
下
帯

姿
の
男
衆
が
同
神
社
に
祈
願
後
、
岩い

わ

滑な
め

沢
を

目
指
し
町
内
を
勇
ま
し
く
駆
け
抜
け
ま
し

た
。
一
斉
に
沢
へ
駆
け
降
り
、
手
を
繋
ぎ
輪

と
な
り
極
寒
の
沢
水
に
首
ま
で
浸
か
る
荒
行

を
三
度
行
う
と
、
熱
気
で
男
衆
の
体
か
ら
湯

気
が
立
ち
あ
が
り
ま
し
た
。

豪雪地域で極寒の荒行 ◉ 長松垢離とり

勇ましい掛け声で一年の無病息災と五穀豊穣を祈願しました

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
主
催
の「
第
38
回
ご
は
ん
・
お

米
と
わ
た
し
」作
文
・
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰

式
が
１
月
29
日
、
盛
岡
市
の
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
は
県
内
の
小
中
学
校
合
わ
せ
て
69
校
か
ら

４
２
２
点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
当
Ｊ
Ａ
管
内
か

ら
は
、
図
画
部
門
に
お
い
て
岩
手
県
コ
ン
ク
ー
ル

で
は
花
巻
市
立
湯
口
小
学
校
５
年
生
の
佐
藤
拓
さ

ん
の「
円
万
寺
田
植
え
お
ど
り
」が
最
上
位
で
あ
る

岩
手
県
知
事
賞
に
、
花
巻
市
立
内
川
目
小
学
校
１

年
生
の
佐
々
木
円
さ
ん
の「
お
い
し
そ
う
な
お
に

ぎ
り
だ
!!
」が
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
佐
藤

拓
さ
ん
の
作
品
は
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て

も
、
応
募
総
数
６
万
９
８
３
７
点
か
ら
優
秀
賞
と

い
う
栄
誉
に
輝
い
て
い
ま
す
。

　

佐
藤
拓
さ
ん
の
作
品
は
、
郷
土
芸
能
の
場
面
を

衣
装
や
動
作
、
手
先
と
目
線
の
一
体
感
な
ど
、
よ

く
観
察
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
豊
作
を
願
う
気
持

ち
が
伝
わ
っ
て
く
る
点
が
、
佐
々
木
円
さ
ん
の
作

品
は
、画
面
に
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
お
に
ぎ
り
と
、

喜
び
い
っ
ぱ
い
の
表
現
が
印
象
的
な
点
、
そ
れ
ぞ

れ
に
評
価
さ
れ
て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
田
植
え
や
稲
刈
り
に
取
り
組
ん
だ
様

子
の
図
画
作
品
を
応
募
し
た
湯
口
小
学
校
が
学
校

奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

全国優秀賞など名作を表彰 ◉「第38回ごはん・お米とわたし」作文・図画コンクール
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